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1．はじめに
　栃木県では、文部科学省委託事業である「運動部
活動指導の工夫・改善支援事業」を受託し、「地域
スポーツ指導者派遣事業」を6年間に渡り実施して
きた。併せてその指導実績の効果・検証等が継続的
に行われ、多くの問題点も指摘されている。運動部
活動の抱える問題点としては、部活動を指導する顧
問の負担や、指導者不足、顧問・指導者の指導力不
足等が挙げられている。
　また、栃木県教職員協議会が実施した中学校部活

動顧問の実態調査アンケート（2016年1月13日付下
野新聞掲載※）においては、栃木県内中学校教員の8
割が運動部活動を負担に感じ、その中の6割が「外
部指導者は必要」と回答した事等が報告された。
　本稿では、これまで6年間にわたり実施したスポー
ツ指導者派遣事業のアンケート結果等（運動具顧問・
地域スポーツ指導者）を踏まえ、平成27年度実施の
調査結果をもとに「地域スポーツ指導者派遣事業」
の現状と問題点等について検討した。

2．調査方法など
　本調査は、「運動部活動における専門的技術指導
を必要とする市町立中学校及び県立中・高等学校に
対して、地域の優秀なスポーツ指導者を派遣するこ
とで、運動部活動の教育的意義を適切に発揮すると

概要
　文部科学省では平成21年度より、運動部活動における専門的技術指導を必要とする市町立小・中学校及び
県立中・高等学校に対して、地域の優秀なスポーツ指導者を派遣する事業を開始した。栃木県では、運動部
活動の活性化と充実を図るため、文部科学省委託事業である「運動部活動指導の工夫・改善支援事業」を受
託し「地域スポーツ指導者派遣事業」を6年間実施してきた。さらに平成27年には、これまでの「地域スポー
ツ指導者派遣事業」に加え、「スポーツスペシャリスト派遣事業」を実施し、技術面だけではなく、科学的
な指導方法を導入するため、スポーツ医・科学で先見的な知見を有する者を学校へ派遣し、効果的な運動部
活動指導の充実を図った。それに伴い「運動部活動サポート事業」に事業名を改め、スポーツ医・科学を活
用した高度な運動部活動指導体制の構築を目指している。今年度の「地域スポーツ指導者派遣事業」では、
中学校にのべ158名、高等学校に75名、スポーツスペシャリスト派遣では、医・科学等有識者を11名、一流
競技者等を8名派遣し、よりよい運動部活動の実現を目指して事業を展開している。
　本稿では、これまで6年間にわたり実施したアンケート結果等（運動具顧問・地域指導者）を踏まえ、地
域スポーツ指導者派遣事業の現状と問題点等について検討した結果、地域スポーツ指導者は、技術・競技力
の向上を基本としながらも、それらを取り巻く「スポーツ環境」と「スポーツを通した教育効果」に対する
問題意識が高く、「学校・保護者・生徒」との連携・コミュニケーションを強く求めているという傾向が伺
えた。また、学校における「指導体制の構築」を目指した研修会等の実施、及び各校の「研究報告書」を基
にその取組を検証した事例集の作成等、事業実施校に対するフィードバックの有効性などが確認された。

　キーワード：学校運動部活動・地域スポーツ・外部指導者・人材派遣
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ともに、運動部活動の活性化と競技力の向上を図る」
という目的のもと、その活用に関する基礎的資料を
得るために栃木県教育委員会と連携し実施された。
今年度の地域スポーツ指導者派遣事業実施学校数は
103校【95】（中学校68、高校35【中学校66、高校29校】）、
派遣指導者数延べ233名【217】（中学校158、高校75【中
学校152、高校65】）、調査は各実施校に顧問用・地
域スポーツ指導者用、学校用を郵送して行った。そ
の回収率は、地域スポーツ指導者96%、運動部顧問
96%、学校96%であった。※【 】内の数値は昨年度等。

3．スポーツ指導者のプロファイルについて
　今回のスポーツ指導者派遣事業に参加した、地域
スポーツ指導者233名（男性195名、女性38名）の平
均年齢は48.8歳【47.9】であった。各年代の内訳は
表1に示すとおりである。中学校では60歳代、高校
では50歳代、全体では60歳代が最も多い数値を示し
た。全体的な傾向としては、例年に比べても50歳以
上が全体の50%を占め、年々緩やかな高齢化の傾向
が伺える結果となった。

　また、地域スポーツ指導者の職業別分布に関する
調査結果の内訳は、以下の表2に示すとおりである。
地域スポーツ指導者の職業は、中学校、高校ともに
全体でも「会社員」が多く、次いで「無職」の順であった。

　また、地域スポーツ指導者の「指導資格の有無」
に関する調査結果の内訳は、表3に示すとおりであ

る。指導者全体での有資格者は233名中62名で26.6%
【18.6%】であった。学校種別では、中学校が22.2%
【14.9%】、高校が36%【27.3%】であった。本年度は
前年に比べ中高ともに有資格者の増加傾向が見られ
た。また、10名以上指導者派遣をした種目別の有資
格者を見てみると、バドミントン41.7%、サッカー
38.5%、剣道30.0%、バスケットボール27.3%、弓道
26.9%の順であり、上位種目に関しては例年同様の
結果が伺えた。従来から、この地域スポーツ指導者
の有資格化の問題に関しては、大きな課題とされて
いるが、今後も弓道・柔道などの武道系の段位等の
扱いや、各種目独自の指導者資格等の評価に関して
は、今後もさらなる検討が必要である。

　さらに、地域スポーツ指導者の「種目別指導者数」
に関する調査結果；種目別指導者数では、バスケッ
トボールが最も多く、233名中33名（14.2%）であった。
次いで、剣道が30名（12.9%）、弓道が26名（11.2%）、
バレーボールが25名（10.7%）、ソフトテニスが19
名（8.2%）の順であった。種目別の指導者平均年齢
に関しては、指導者数が多い上位10種目の中での最
年少は、野球とサッカーで41.9歳、最年長は弓道で
68.1歳であった。

表1　地域スポーツ指導者の年齢別分布

表2　地域スポーツ指導者の職業別分布

表3　地域スポーツ指導者の指導資格の有無
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4．意識調査について
　今年度の調査においても、顧問教員及び地域ス
ポーツ指導者双方に対して、事業実施前と期待度と、
事業実施後の満足度について比較するため、意識調
査を実施した。
（1）スポーツ指導者の意識度及び顧問教員の期待度
について
　各学校に派遣された地域スポーツ指導者が指導す
る上で意識していること：意識度（複数回答可）に
ついて表4に示した。また顧問教員が地域スポーツ
指導者に期待すること：期待度（複数回答可）につ
いて表5に示した。

　地域スポーツ指導者への調査項目の中で、「意識
している」との回答が最も多かった項目は、技術
の向上89%【89%】であった。次いで競技力の向上
83%【85%】、心身の鍛練76%【76%】の順であり、
上位に関しては例年同様の結果を示した。
　一方、運動部顧問が地域スポーツ指導者に期待す
る項目として「期待している」との回答が最も多かっ
た項目は、技術の向上88%【88%】であった。次い

で、競技力の向上87%【87%】、心身の鍛練57%【57%】
の順で、運動部顧問は、技術の向上や競技力の向上
等を中心に期待度が大きい。
　この点に関しては地域スポーツ指導者も共有して
いる点が伺えるが、地域スポーツ指導者は、生徒の
理解や社会性・集団行動の理解、生徒と教師のコミュ
ニケーション等、全般的に多くの項目で意識度が非
常に高い。こうした調査結果からも、多くの指導者
が技術・競技力の向上を基本的な目標に据えながら
も、多面的にスポーツ指導をとらえていることが明
らかとなった。

（2）スポーツ指導者及び顧問教員の満足度について
　前述の事業実施前の意識度・期待度に対し、本事
業の実施後に調査した、地域スポーツ指導者が自分
自身の指導成果に、どの程度満足しているか（複数
回答可）という点をまとめたものが表6である。同
様に、顧問教員が地域スポーツ指導者の指導に対し
てどの程度満足しているか（複数回答可）を表7に
示した。

表4　地域スポーツ指導者の意識度

表5　顧問の地域スポーツ指導者への期待度

表6　地域スポーツ指導者自身の満足度

表7　顧問の地域スポーツ指導者への満足度
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　地域スポーツ指導者への調査項目の中で「満足し
ている」との回答が最も多かった項目は、生徒と教
師のコミュニケーション35%【31%】であった。次
いで生徒の理解24%【19%】､生徒間でのコミュニ
ケーション20%【25%】の順であった。全体的には「そ
う思う」の選択度は20%程度と低く、特に、事前調
査で意識度の高かった「技術の向上」･「競技力の
向上」に関しては自己のスポーツ指導に関して非常
に厳しく評価している点が特徴、かつ例年の傾向同
様である。また、自由記述では「指導面で一週間の
うち最低3日以上の指導が必要であり、あまり生徒
の希望にそえない」と感じる地域スポーツ指導者も
いることから、派遣回数の上限については予算規模
を考慮の上、継続的に考慮していかなければいけな
い問題である。
　一方、運動部顧問が地域スポーツ指導者に満足し
ている項目として「満足している」との回答が最も
多かった項目は、技術の向上79%【81%】であった。
次に、競技力の向上77%【79%】、生徒の理解60%
【51%】、心身の鍛練59%【50%】の順であった。殆
どすべての項目において肯定的な評価が80%を超え
ており、外部指導者の指導に満足していることが伺
える。自由記述からは「専門的な指導ができる地域
スポーツ指導者のおかげで確実に結果は出ている」、
「一方的な指導になりがちなものを修正してくれる」
等、顧問の専門性や知識・経験の少なさからくる「不
安をサポートする」役割を指導者が担っている実情
が伺える。
　全体的に地域スポーツ指導者の満足度について考
察してみると、「満足している」と回答している項目
が少なく、「やや満足している」割合が高かったこ
とからも、昨年同様、高い意識と厳しい自己評価で
指導していることが伺える。また、地域スポーツ指
導者では、技術や競技力の向上よりもコミュニケー
ションや生徒理解、学校生活の充実などの値が高い
が、顧問教員は逆に、技術や競技力の向上に満足し
ている結果となった。この点に関しても、例年同様
の傾向を示しており、運動部活動に対するスポーツ
指導者の意識度や、その取り組む姿勢に顧問教員の
さらなる理解が必要であることが示唆された。
　次に、本事業の学校運動部活動の指導・運営環境
に関する、スポーツ指導者・顧問教員双方の意見に
ついて調査した結果（複数回答可）を示したものが
表8及び表9である。

　地域スポーツ指導者への調査項目の中で「そう思
う」との回答が最も多かった項目は、学校との連携
が必要である54.5%【53%】であった。次いで、顧
問は練習や試合のため休日に休みがとれない、保護
者は協力的である47.5%【38%】の順であった。例
えば、問17)「学校とのコミュニケーションは十分
にとれている」に関しては、そう思うが18%【15％】、
どちらかというとそう思うが55%【69％】、あまり
そう思わないが21%【13％】、そう思わないが4%
【3％】という結果になった。顧問の中にも「学校
に協力的である」という意見もあるが、「学校に対
し、部活動の重要性を再確認してほしい」という意

表8　指導・運営環境に関する意見（指導者）

表9　指導・運営環境に関する意見（顧問教員）
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見もあることから、学校側・顧問の相互協力が今後
も必要と考えられる。また、問11)の「教員が主体
的に指導にあたったほうが良い」に対し、そう思う
が23.2%【25％】、どちらかというとそう思うが52%
【40％】という結果になった。肯定的な意見が半数
を超えるが、教員である顧問が専門的な技術や知識
をもって指導にあたることが理想的であるが、部活
動では技術面以外にも、生徒指導等の役割もあるた
め、「技術面については地域スポーツ指導者、生徒
指導は顧問」という様な、指導者がサポートしなが
らも顧問と二人三脚の体制を構築していくことが望
ましいと考えられる。今後事業を発展的に展開して
いく上でもこうした学校側と顧問の理解が必須であ
ることが伺える。
　一方、運動部顧問の回答では「練習や試合のため
休日に休みがとれない」が49.5%で最も多く、次い
で「保護者との連携が必要である」が47.5%、「保護
者は協力的である」が44.4%、次いで「公務が忙し
くて十分な指導が出来ない」が34.3%となっている。
特にスポーツ指導者に見られる「顧問は練習や試合
のため、休日に休みがとれない」や、顧問の「公務
が忙しくて十分な指導が出来ない」等は、上述の下
野新聞で取り上げられた、外部指導者の必要性を顕
著に示す結果となった。
　しかしながら、問8)の「指導は地域の指導者に任
せた方が良い」に関しては、肯定的な意見が35.4%
（そう思う15.2%）、否定的な意見が64.6%（そう思わ
ない16.2%）を示し、全体的には否定的な意見が多
くを占める結果となった。上述に、栃木県内中学校
教員の8割が運動部活動を負担に感じ、その中の6割
が「外部指導者は必要」と回答したとあるが、外部
指導者を必要としながらも、すべてを任せることに
は疑問符を持つという、顧問教員の複雑は心情が反
映されていることと推察される。

5．学校用調査について
　今回の調査では、従来に加え、新たに学校用調査
を実施した。具体的にはスポーツ指導者派遣事業に
関して、「学校における部活動指導体制の構築を目
指した取組について」、及び「地域スポーツを交え
た運動部活動顧問会議等を実施して得られた成果に
ついて」の調査を実施した。その調査結果を表10に、
指導体制構築に関する問題点を表11に示した。

　地域スポーツ指導者を交え、運動部顧問会議等を
実施して得られた効果については、両者とも、共通
理解が図られた（32％）が高い値を示した。

　また、指導体制構築の取組みに関する問題点とし
ては、顧問では「平日の会議を実施することは困難
30％」が最も多く、スポーツ指導者では「会議につ
いて協力的ではない22%」が挙げられ、両者の抱え
る問題等を堅調に示す結果となった。
　また、スポーツ指導者・運動部顧問調査から（自
由記述欄からの抜粋）得られた意見等は以下に示す
通りである（平成26 ～ 27年度に関して）。
（1）運動部の実態・成果・効果等について
①生徒の取り組み方は、どのように変わったか？
・部活動に対する意欲が高まるとともに、体力や技
術の向上が見られた。・顧問不在時でも、時間が経
過するにつれて生徒たちが自主的に活動できるよう
になった。・怪我をした生徒のリハビリメニューが
スムーズに進行出来るようになった。
②競技成績や技能の向上は、どの様に変わったか？
・競技成績が向上した。・成績の向上とともに相手
に合った戦術などを考える契機になった。
（2）活動の評価について
①地域スポーツ指導者派遣事業を活用して、どのよ
うな成果が出たか？
・多面的な視点で生徒を指導できるようになり、生
徒のモチベーションが高まった。・生徒が社会人の
指導者と接することで、社会の目を意識するように
なった。
②地域スポーツ指導者を活用しての反省点について
・指導手当が少ないにも関わらず、予定回数以上に
指導に来ていただき、心苦しく思った。・指導者も
仕事の都合があり、指導してほしい時に来ていただ

表10　運動部活動顧問会議等の実施成果について

表11　指導体制構築の取組み実施に関する問題点
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けないこともあった。・指導者と部顧問の指導方針
の統一がなされず、生徒を指導する上で問題が生じ
た。・男性の地域スポーツ指導者と生徒（特に女子
生徒）の人間関係がうまくいかないところがあった。
（3）地域スポーツ指導者に対する評価について
①地域スポーツ指導者の生徒への指導の取り組み方
・誠意を持って、熱心に指導して頂いた。・生徒と
よくコミュニケーションをとり、相互に納得した上
で活動することができた。・個々の生徒に応じて親
切、丁寧に指導して頂くことが出来た。
②指導者の顧問・学校との連携・姿勢等について
・学校に対して協力的であり、顧問の立場も理解し
てくれていた。・顧問の業務が立て込み、部活動に
行けない時にフォローしてくれた。・地域スポーツ
クラブと連携をとることができ、生徒にとっても顧
問にとっても役立った。・指導者と顧問の連携不足
により、生徒が両者の板挟みになることもあった。
(4) スポーツ指導者派遣事業に関する意見について
①地域スポーツ指導者の活用に関する意見など
・顧問が地域スポーツ指導者を探さなければならな
いのが大変。・普段から多くの情報に接していない
と、依頼できる指導者が見つからない。・指導者へ
の依頼期間や保険の関係が難しい、各年度をまたい
での継続した指導ができるようにして欲しい。
②各年度実施の巣スポーツ指導者研修会について
・スポーツの分野ごとに地域スポーツ指導者の研修
会を開いて欲しい。・生徒への声掛けの話し方やサ
ポート術、応急処置の実技講習、心肺蘇生などすぐ
に役に立てる講義を受けたい。・仕事などで参加でき
ない場合の対応のため複数回の実施を希望したい。
③スポーツ指導者派遣事業の謝金・回数等について
・指導者に来てもらえる日に応じて回数を決定でき
るとよい。・土日、祝日は平日の部活動の時間より
多い半日になるため、その時の謝金を考えると現状
では少ない。・毎回指導者は遠方から指導に来てい
るため、交通費や割いている時間を考慮すると、謝
金については適当かわからない。

おわりに
 本稿では、栃木県における地域スポーツ指導者派
遣事業について、「運動部活動の活性化と競技力の
向上を図る」という目的のもと、栃木県教育委員会
と連携し、運動部活動顧問と地域スポーツ指導者、
及び実施学校側にアンケート調査を行った。この結

果をもとに、地域スポーツ指導者の活用において、
学校運動部活動の実態、及び改善点などを整理し、
スポーツ指導者の資質向上や、運動部活動活性化の
視点から考察を加えた。
　栃木県内において派遣事業のアンケート調査は7
回目であるが、今回はスポーツ指導者・顧問全員へ
の調査ではなく、地域スポーツ指導者派遣学校各1
名の代表者により回答が行われた。調査結果からは、
地域スポーツ指導者は、技術・競技力の向上を基本
としながらも、それらを取り巻く「スポーツ環境」
と「スポーツを通した教育効果」に対する問題意識
が高く、結果として、「学校・保護者・生徒」との
連携・コミュニケーションを強く求めている。
　今後も、こうした動向を踏まえ「地域スポーツ人
材の活用実践支援事業」を評価する実践的な取組や、
各学校において運動部顧問・地域スポーツ指導者を
支援出来得る、指導体制の再構築が必須である。

※栃木県教職員協議会実施；中学校部活動顧問の実
態調査アンケート概要より抜粋（2016年1月13日
付下野新聞掲載）

付記；本稿での調査内容は以下に示すとおりである。
1）．地域スポーツ指導者の実態調査；
　①年齢構造,②職業,③活用人数,④資格の有無,
2）．派遣事業の活用に対する意識調査；
　①運動部顧問がスポーツ指導者に期待すること,
　②域スポーツ指導者が意識してあたっていること,
3）．活動に対する調査；
　①部活動顧問が地域指導者に対する満足度,
　②地域スポーツ指導者の指導に対する,満足度
4）．活動の指導・運営環境；
①運動部顧問の立場から運動部活動の指導・運営
環境について,
②地域スポーツ指導者の立場から運動部活動,の
指導・運営環境について

5）．本事業に対する評価；①回数,②謝金,③その他,

平成28年 3月29日 受理


